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れ
、
運
営
方
法
が
話
し
合
は
れ
た
結
果
、
①
会
議
じ
た
い
は
非

公
開
と
す
る
が
議
事
概
要
を
会
議
終
了
後
一
週
間
程
度
で
公
開

す
る
こ
と
、
②
会
議
で
配
付
さ
れ
た
資
料
は
会
議
終
了
後
直
ち

に
公
開
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

　

続
い
て
自
由
討
議
が
行
は
れ
た
が
、
席
上
、「
こ
の
会
議
の

役
割
と
し
て
は
、
論
点
や
課
題
を
明
確
に
国
民
に
示
す
こ
と
が

重
要
」、「
で
き
る
だ
け
多
く
の
真
摯
な
御
意
見
を
聴
い
て
、
陛

下
に
と
っ
て
も
国
民
に
と
っ
て
も
最
も
良
い
結
論
を
導
い
て
い

く
こ
と
が
必
要
」、「
様
々
な
方
策
の
抱
え
る
長
所
や
短
所
を
虚

心
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
と
慎
重
な
審
議
を
求
め
る

声
が
上
が
る
一
方
、「
御
高
齢
と
な
っ
た
陛
下
の
御
事
情
に
か

ん
が
み
る
と
き
、
慎
重
さ
を
旨
と
し
な
が
ら
も
何
よ
り
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
指
摘

も
な
さ
れ
た
と
い
ふ
。
ま
た
、「
し
っ
か
り
と
静
謐
な
環
境
を

確
保
し
て
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
発
言
も
あ
つ
た
や
う

だ
が
、
我
ら
と
し
て
も
冷
静
な
議
論
を
心
掛
け
た
い
。

　

ま
た
、事
務
局
か
ら
「
皇
室
制
度
関
係
資
料
」
が
配
付
さ
れ
、

　
第
一
回
目
の
模
様

　

十
月
十
七
日
の
夕
方
、「
天
皇
の
公
務
の
負
担
軽
減
等
に
関

す
る
有
識
者
会
議
」
の
第
一
回
会
合
が
総
理
大
臣
官
邸
で
開
催

さ
れ
た
。
有
識
者
の
六
名
〔
今
井
・
小
幡
・
清
家
・
御
厨
・
宮
崎
・

山
内
〕
は
全
員
が
出
席
し
、
政
府
か
ら
も
八
名
が
出
席
し
た
。

　

互
選
に
よ
り
今
井
が
座
長
に
選
任
さ
れ
た
後
、
安
倍
首
相
は

「
今
上
陛
下
が
現
在
八
十
二
歳
と
御
高
齢
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
公
務
の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
今
後
、
様
々
な
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
方
々

の
御
意
見
も
し
っ
か
り
伺
い
な
が
ら
、
静
か
に
議
論
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
」、「
国
家
の
基
本
に
係
る
極
め
て
重
要
な
こ
と
が

ら
で
あ
り
、
予
断
を
持
つ
こ
と
な
く
、
十
分
に
御
審
議
い
た
だ

き
、
国
民
の
皆
様
の
様
々
な
御
意
見
を
踏
ま
え
た
提
言
を
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
な

ど
と
挨
拶
し
た
と
い
ふ
。

　

そ
の
後
、
座
長
の
指
名
に
よ
り
御
厨
が
座
長
代
理
に
選
任
さ

金か
ね

子こ　

宗む
ね

德の
り

里
見
日
本
文
化
学
研
究
所
所
長

亜
細
亜
大
学
非
常
勤
講
師

⑤ 

天
皇
が
御
高
齢
と
な
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
御
負

担
を
軽
く
す
る
方
法
と
し
て
、
憲
法
第
４
条
第
２
項

に
基
づ
き
、
国
事
行
為
を
委
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

⑥ 

天
皇
が
御
高
齢
と
な
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
天
皇

が
退
位
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

⑦ 

天
皇
が
退
位
で
き
る
よ
う
に
す
る
場
合
、
今
後
の
ど

の
天
皇
に
も
適
用
で
き
る
制
度
と
す
べ
き
か
。

⑧ 

天
皇
が
退
位
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
御
身
位
や

御
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

　

こ
の
聴
取
項
目
か
ら
は
、「
御
譲
位
先
に
あ
り
き
」で
は
な
く
、

臨
時
代
行
や
摂
政
の
可
能
性
も
残
し
て
置
き
た
い
と
い
ふ
思
惑

が
窺
へ
る
が
、そ
れ
以
上
に
問
題
と
す
べ
き
は
①
と
②
で
あ
る
。

天
皇
が
歴
史
的
に
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
問
ふ
な
ら
と

も
か
く
、
な
ぜ
「
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
の
役
割
」
に
限

定
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
か
。

　
有
識
者
会
議
に
お
け
る
官
僚
の
存
在
感

　

以
上
、
第
一
回
会
合
の
流
れ
を
振
り
返
つ
て
み
た
が
、
実
際

に
議
論
を
主
導
し
て
ゐ
る
の
は
誰
か
。
座
長
の
今
井
で
も
座
長

代
理
の
御
厨
で
も
な
く
、
事
務
局
と
し
て
資
料
や
原
案
を
作
成

す
る
高
級
官
僚
た
ち
が
主
導
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
は
私
だ
け
で

解
説
が
行
は
れ
た
。こ
れ
は
、「
皇
室
関
係
法
令
の
全
体
像
」・「
皇

室
典
範
の
概
要
」・「
皇
室
経
済
制
度
等
の
概
要
」・「
憲
法
に
お

け
る
天
皇
に
関
す
る
主
な
国
会
答
弁
等
」
を
要
領
よ
く
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、座
長
か
ら
「
憲
法
や
歴
史
、皇
室
制
度
な
ど
の
様
々

な
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
方
々
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か

り
行
っ
た
上
で
、
国
民
世
論
も
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
の
意
見
も
参

考
に
提
言
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
」
が
提
案
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
十
数
人
の
有
識
者
に
対
し
、
一
人
あ

た
り
二
十
分
程
度
の
意
見
表
明
と
十
分
程
度
の
意
見
交
換
の
場

を
与
へ
る
と
い
ふ
も
の
で
、
事
務
局
が
用
意
し
た
資
料
に
は
聴

取
項
目
と
し
て
以
下
の
八
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

① 

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
の
役
割
を
ど
う
考
え
る

か
。

② 

①
を
踏
ま
え
、
天
皇
の
国
事
行
為
や
公
的
行
為
な
ど

の
御
公
務
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

③ 

天
皇
が
御
高
齢
と
な
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
御
負

担
を
軽
く
す
る
方
法
と
し
て
何
が
考
え
ら
れ
る
か
。

④ 

天
皇
が
御
高
齢
と
な
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
御
負

担
を
軽
く
す
る
方
法
と
し
て
、
憲
法
第
５
条
に
基
づ

き
、
摂
政
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。 有

識
者
会
議
を
実
質
的
に
リ
ー
ド
す
る
者

─
─
東
大
法
学
部
の
影
響
力
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に
置
か
れ
た
皇
室
典
範
改
正
準
備
室
を
統
括
し
て
ゐ
る
。

　

そ
の
副
長
官
を
支
へ
る
存
在
と
し
て
三
名
（
内
政
担
当
、
外

政
担
当
、
安
全
保
障
・
危
機
管
理
担
当
）
の
副
長
官
補
が
置
か
れ
、

各
省
庁
の
連
絡
調
整
を
担
つ
て
ゐ
る
。
内
政
担
当
の
古
谷
は
東

大
法
学
部
卒
業
後
、
大
蔵
省
（
現
在
の
財
務
省
）
に
奉
職
。
主

税
局
長
・
国
税
庁
長
官
等
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

内
閣
総
務
官
は
以
前
の
内
閣
主
席
参
事
官
に
相
当
す
る
役
職

で
あ
る
。
各
省
庁
か
ら
出
向
し
た
内
閣
審
議
官
（
局
次
長
級
）

や
内
閣
参
事
官
（
課
長
級
）
な
ど
を
指
揮
し
、
内
閣
官
房
の
庶

務
的
な
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
を
主
な
職
務
と
す
る
が
、
宮
中

へ
の
上
奏
、
国
会
と
の
連
絡
調
整
な
ど
重
要
な
任
務
も
司
る
。

山
﨑
は
東
大
法
学
部
卒
業
後
、
自
治
省
（
現
在
の
総
務
省
）
に

奉
職
。
総
務
省
官
房
審
議
官
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
内
閣
官
房

に
出
向
し
、
審
議
官
な
ど
を
経
て
現
職
。

　

内
閣
法
制
局
は
内
閣
の
下
で
法
案
や
法
制
に
つ
い
て
の
審

査
・
調
査
等
を
行
ふ
機
関
で
あ
り
、
閣
議
決
定
に
先
立
つ
て
現

行
法
の
見
地
か
ら
問
題
が
な
い
か
を
審
査
す
る
な
ど
、
そ
の
権

限
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
の
職
員
は
独
自
採
用
で
は
な
く
、
各

省
庁
か
ら
参
事
官
以
上
を
出
向
で
受
け
入
れ
て
ゐ
る
が
、
山
田

も
東
大
法
学
部
卒
業
後
、
通
商
産
業
省
（
現
在
の
経
済
産
業
省
）

に
奉
職
。
そ
の
後
、
法
制
局
に
出
向
し
て
法
制
局
第
一
部
長
な

ど
を
経
て
現
職
。
次
長
は
法
制
局
に
お
い
て
は
長
官
に
次
ぐ
役

職
で
、
次
期
長
官
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

宮
内
庁
次
長
は
長
官
に
次
ぐ
役
職
。
西
村
は
東
大
法
学
部
卒

業
後
、
警
察
庁
に
奉
職
。
沖
縄
県
警
本
部
長
と
し
て
九
州
・
沖

縄
サ
ミ
ッ
ト
の
警
備
を
指
揮
し
た
ほ
か
、
警
備
局
長
や
警
視
総

監
を
務
め
る
。
そ
の
後
、
内
閣
危
機
管
理
監
を
経
て
、
平
成

二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
に
次
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
だ
。

　

以
上
の
顔
触
れ
を
見
る
に
、
有
識
者
会
議
の
基
本
的
流
れ
は

杉
田
と
西
村
と
い
ふ
警
察
官
僚
Ｏ
Ｂ
に
よ
つ
て
作
ら
れ
る
と
見

て
良
い
だ
ら
う
。

　
第
二
回
目
の
模
様

　

第
二
回
目
会
合
は
、
十
月
二
十
七
日
の
夕
方
に
総
理
大
臣
官

邸
で
開
催
さ
れ
た
。
有
識
者
は
全
六
名
が
出
席
。
官
僚
は
先
に

挙
げ
た
五
名
に
加
へ
て
平
川
薫
・
内
閣
審
議
官
（
46
）
が
出
席

し
て
ゐ
る
。
平
川
も
ま
た
、
東
京
大
学
法
学
部
出
身
で
、
自
治

省
（
現
在
の
総
務
省
）
に
奉
職
し
た
後
に
内
閣
官
房
に
出
向
し

た
と
い
ふ
典
型
的
な
高
級
官
僚
だ
。

　

ま
づ
最
初
に
、
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
事
務
局
か

ら
「
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
天
皇
の
公
務
の
負
担
軽
減
等
を

図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
」

に
あ
た
つ
て
参
考
と
す
べ
く
、
十
一
月
中
に
以
下
の
十
六
人
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
ふ
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

石
原
信
雄
（
89
）　　

元
内
閣
官
房
副
長
官

今
谷　

明
（
74
）　　

帝
京
大
学
特
任
教
授

岩
井
克
己
（
69
）　　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大
石　

眞
（
65
）　　

京
都
大
学
大
学
院
教
授

大
原
康
男
（
74
）　　

國
學
院
大
學
名
誉
教
授

笠
原
英
彦
（
60
）　　

慶
應
義
塾
大
学
教
授

櫻
井
よ
し
こ
（
71
）　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

園
部
逸
夫
（
87
）　　

元
最
高
裁
判
所
判
事

高
橋
和
之
（
73
）　　

東
京
大
学
名
誉
教
授

所　

功
（
74
）　　
　

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授

平
川
祐
弘
（
85
）　　

東
京
大
学
名
誉
教
授

古
川
隆
久
（
54
）　　

日
本
大
学
教
授

保
阪
正
康
（
77
）　　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

百
地　

章
（
70
）　　

国
士
舘
大
学
大
学
院
客
員
教
授

八
木
秀
次
（
54
）　　

麗
澤
大
学
教
授

渡
部
昇
一
（
86
）　　

上
智
大
学
名
誉
教
授

　

こ
の
人
選
に
つ
い
て
、
事
務
局
は
「
予
断
を
持
つ
こ
と
な
く

議
論
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
専
門
家
の
意
見
を
幅
広
く
聴
取

す
る
」
と
い
ふ
観
点
か
ら
、「
今
回
の
問
題
が
報
じ
ら
れ
て
以

降
、
有
識
者
の
見
解
が
報
道
等
で
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、そ
れ
ら
の
報
道
等
で
の
引
用
頻
度
も
参
考
と
」
し
つ
ゝ
、

「
今
回
の
問
題
に
深
く
関
わ
る
分
野
で
あ
る
皇
室
制
度
、
歴
史
、

憲
法
の
三
分
野
を
中
核
と
し
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
権
威
で
あ
る

あ
ろ
う
か
。

　

政
府
側
出
席
者
の
う
ち
、国
会
議
員
で
も
あ
る
安
倍
晋
三（
内

閣
総
理
大
臣
）・
菅
義
偉
（
内
閣
官
房
長
官
）・
衛
藤
晟
一
（
内
閣

総
理
大
臣
補
佐
官
）
三
名
を
除
く
、
純
然
た
る
官
僚
は
以
下
の

五
名
で
あ
る
。

杉
田
和
博
（
75
）　　

内
閣
官
房
副
長
官

古
谷
一
之
（
61
）　　

内
閣
官
房
副
長
官
補

山
﨑
重
孝
（
55
）　　

内
閣
総
務
官

近
藤
正
春
（
60
）　　

内
閣
法
制
次
長

西
村
泰
彦
（
61
）　　

宮
内
庁
次
長

　

内
閣
官
房
副
長
官
は
内
閣
官
房
長
官
を
補
佐
す
る
役
職
で
、

定
員
三
名
の
う
ち
政
務
担
当
の
二
名
は
衆
参
両
院
か
ら
一
名
づ

つ
選
ば
れ
る
が
、
事
務
担
当
の
一
名
は
帝
国
憲
法
下
に
お
け
る

内
閣
法
制
局
長
に
相
当
す
る
役
職
と
さ
れ
、
旧
内
務
省
系
官
庁

の
う
ち
警
察
庁
・
旧
自
治
省
・
旧
厚
生
省
の
出
身
者
で
事
務
次

官
級
の
ポ
ス
ト
を
経
験
し
た
者
か
ら
選
ば
れ
る
の
が
慣
例
と
さ

れ
る
。
杉
田
も
東
大
法
学
部
卒
業
後
、
警
察
庁
に
奉
職
。
ほ
ぼ

一
貫
し
て
警
備
・
公
安
畑
を
歩
み
、
平
成
七
年
の
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
に
お
い
て
は
、
警
備
局
長
と
し
て
捜
査
を
指
揮
す
る
。

そ
の
後
も
、
内
閣
情
報
調
査
室
長
・
内
閣
情
報
官
と
し
て
政
府

に
よ
る
情
報
収
集
活
動
を
統
括
し
て
き
た
。
ま
た
、
内
閣
官
房
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る
と
思
う
。
今
回
の
案
件
で
発
言
さ
れ
て
い
る
こ
の
分
野
の
有

識
者
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
難
し
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
も
考
え
て
ほ
し
い
」
と
追
加

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
を
望
む
声
も
あ
つ
た
の
で
、
事
務
局
の
善

処
を
期
待
し
た
い
。

　

続
い
て
、「
天
皇
陛
下
の
御
活
動
の
状
況
及
び
摂
政
等
の
過

去
の
事
例
」
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
質
疑
応

答
が
行
は
れ
た
。

　
公
的
行
為
の
意
義

　

そ
の
配
付
資
料
に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
行
為
は
以
下
の
三
つ
な

い
し
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

【
一
】 

国
事
行
為

　

天
皇
が
、
国
家
機
関
と
し
て
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に

基
づ
い
て
行
う
行
為
で
あ
り
、
憲
法
第
六
条
、
第
七
条
、

第
四
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
行
為
。

【
二
】 

公
的
行
為

　

憲
法
に
定
め
る
国
事
行
為
以
外
の
行
為
で
、
天
皇
が
象

徴
と
し
て
の
地
位
に
基
づ
い
て
公
的
な
立
場
で
行
わ
れ
る

も
の
。

【
三
】 
そ
の
他
の
行
為

　

国
事
行
為
及
び
公
的
行
為
以
外
の
行
為
で
あ
る
が
、
そ

専
門
家
を
基
本
と
し
て
選
定
」し
た
と
い
ふ
。確
か
に
、本
誌（
九

月
号
・
十
月
号
）
の
「『
譲
位
』
に
関
す
る
発
言
・
論
文
集
成
①

②
」
に
は
、
石
原
・
笠
原
・
高
橋
を
除
く
十
三
名
の
発
言
が
掲

載
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

こ
の
人
選
に
関
し
、「
強
い
て
言
え
ば
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象

者
に
女
性
が
一
人
し
か
い
な
い
こ
と
が
気
に
な
る
が
、
あ
ま
り

本
件
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
女
性
が
い
な
い
の
で
や
む
を
得

な
い
か
」
と
の
意
見
が
あ
つ
た
。
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
長
谷

川
三
千
子
（
70
）
あ
た
り
適
任
と
思
は
れ
る
が
、
な
ぜ
選
ば
れ

な
か
つ
た
の
だ
ら
う
か
。

　

ま
た
、
五
十
代
が
二
名
、
六
十
代
が
三
名
で
あ
る
一
方
、

七
十
代
が
七
名
、
八
十
代
が
四
名
と
い
ふ
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

の
年
齢
的
偏
り
を
意
識
し
て
か
「
一
部
の
専
門
家
の
意
見
だ
け

で
は
な
く
、
一
般
国
民
、
特
に
若
い
層
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発

言
も
あ
つ
た
と
い
ふ
。
し
か
し
、
専
門
的
知
見
の
持
ち
主
と
い

ふ
観
点
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
ゝ
云
へ
な
く
も
な
い
。

　

や
ゝ
意
外
で
あ
つ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
積
極
的
な

発
言
を
行
ひ
、
皇
室
典
範
改
正
試
案
も
既
に
発
表
し
て
ゐ
る
高

森
明
勅
（
59
）
が
選
ば
れ
な
か
つ
た
こ
と
。
同
じ
五
十
代
の
人

物
が
選
ば
れ
て
ゐ
る
以
上
、
年
齢
の
問
題
と
は
思
へ
ず
、
そ
の

主
張
ゆ
ゑ
事
務
局
に
忌
避
さ
れ
た
の
か
。
た
ゞ
、「
本
件
に
関

し
、
医
学
的
、
健
康
学
的
観
点
の
有
識
者
の
見
解
も
参
考
に
な

の
内
容
に
お
い
て
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。

　

① 

公
的
性
格
・
公
的
色
彩
を
有
す
る
も
の

　

② 

純
粋
に
私
的
な
も
の

　

こ
の
う
ち
負
担
軽
減
の
対
象
と
な
る
「
公
務
」
は
、
宮
中
祭

祀
な
ど
【
三
の
②
】
を
除
く
全
て
だ
。
そ
の
う
ち
、
憲
法
に
定

め
が
あ
る
【
一
】
を
取
り
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
再

検
討
の
対
象
は
【
二
】
お
よ
び
【
三
の
①
】
と
い
ふ
こ
と
に
な

ら
う
。
そ
の
大
半
を
占
め
る
【
二
】
に
つ
い
て
、
資
料
に
は
左

記
の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

・
認
証
官
任
命
式

・
新
年
一
般
参
賀
、
天
皇
誕
生
日
一
般
参
賀
・
祝
賀

・
講
書
始
の
儀
、
歌
会
始
の
儀

・
春
・
秋
の
園
遊
会

・
拝
謁
（
勲
章
・
褒
章
受
章
者
、
被
表
彰
者
）

・
御
会
見
（
国
賓
）、
御
引
見
（
外
国
賓
客
・
外
国
大
公
使
）

・
宮
中
晩
餐
（
国
賓
）、
午
餐
（
公
賓
、
大
臣
、
駐
日
大

使
御
夫
妻
）

・
お
茶（
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
者
、日
本
学
士
院
賞
受
賞
者
）

・
全
国
植
樹
祭
、国
民
体
育
大
会
、豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
、

災
害
お
見
舞
い
、
地
方
事
情
御
視
察

・
国
会
開
会
式
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
、
学
士
院
授
賞
式
、

芸
術
院
授
賞
式
、
国
賓
御
訪
問
、
東
日
本
大
震
災
追
悼

式
・
外
国
御
訪
問

　

昨
年
、
今
上
陛
下
は
、
こ
れ
ら
大
小
の
行
事
に
臨
ま
れ
る
こ

と
四
七
五
回
、
皇
居
勤
労
奉
仕
団
に
対
す
る
御
会
釈
を
合
は
せ

る
と
五
二
九
回
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
陛
下
の
御
精
励
ぶ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
満
八
十
二
歳
を
迎
へ
ら
れ
た
陛
下
の
御
心

身
が
実
に
心
配
で
あ
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
行
事
じ
た
い
を
取
り
止

め
た
り
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
な
ど
に
役
目
を
譲
ら
れ
る
と
い

ふ
形
で
公
的
行
為
の
見
直
し
が
計
ら
れ
て
き
た
。
御
譲
位
に
批

判
的
な
論
者
の
中
に
は
、「
可
能
な
限
り
、
皇
居
奥
深
く
に
お

ら
れ
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
国
民
の
前
に
お
出
ま
し
に
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
」〔
加
地
伸
行
〕、「
皇
太
子
殿
下
に
摂
政
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、
公
務
に
出
て
頂
く
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
で
は

な
い
か
」〔
渡
部
昇
一
〕
と
、
陛
下
が
一
般
国
民
の
前
に
姿
を

現
す
必
要
な
ど
な
い
と
「
公
的
行
為
」
を
軽
視
す
る
向
き
が
あ

る
。

　

果
た
し
て
、
さ
う
だ
ら
う
か
。
本
誌
九
月
号
に
も
記
し
た
通

り
、
限
ら
れ
た
エ
リ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
民
の
思
ひ
を

「
聞
こ
し
召
し
、
知
ら
し
召
す
」
こ
と
こ
そ
天
皇
統
治
の
本
質

で
あ
る
以
上
、「
公
的
行
為
」
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
云
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は
ざ
る
を
得
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
負
担
軽
減
の
対
象
を
「
公
務
」
に
限
定
す
る
事

務
局
の
説
明
に
対
し
、
あ
る
有
識
者
は
「『
そ
の
他
の
行
為
』

の
中
で
も
純
粋
に
私
的
な
行
為
と
い
う
の
は
、
実
は
非
常
に
限

ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
公
務

の
負
担
軽
減
等
だ
が
、
宮
中
祭
祀
な
ど
そ
の
他
の
行
為
も
含
め

全
体
と
し
て
天
皇
陛
下
の
負
担
軽
減
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
な
い
か
」
と
述
べ
た
と
い
ふ
。
こ
れ
は
、
祭
祀
簡
略
化

に
繋
が
り
か
ね
ぬ
意
見
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
ら
う
。

　

紙
幅
の
関
係
も
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
深
入
り
す
る
こ
と

は
避
け
た
い
が
、「
皇
太
子
の
時
代
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
私
が

皇
后
と
共
に
行
っ
て
来
た
ほ
ぼ
全
国
に
及
ぶ
旅
は
、
国
内
の
ど

こ
に
お
い
て
も
、
そ
の
地
域
を
愛
し
、
そ
の
共
同
体
を
地
道
に

支
え
る
市
井
の
人
々
の
あ
る
こ
と
を
私
に
認
識
さ
せ
、
私
が
こ

の
認
識
を
も
っ
て
、
天
皇
と
し
て
大
切
な
、
国
民
を
思
い
、
国

民
の
た
め
に
祈
る
と
い
う
務
め
を
、
人
々
へ
の
深
い
信
頼
と
敬

愛
を
も
っ
て
な
し
得
た
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
」
と
陛

下
も
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、「
公
的
行
為
」
と

「
祭
祀
」は
不
即
不
離
の
も
の
と
考
へ
る
べ
き
だ
。で
あ
る
以
上
、

御
負
担
軽
減
と
い
ふ
美
名
を
掲
げ
、
い
づ
れ
か
を
優
先
す
べ
き

と
か
、「
御
存
在
」
さ
へ
さ
れ
ゝ
ば
良
い
と
か
云
ふ
も
の
で
は

あ
る
ま
い
。

　
東
大
名
誉
教
授
の
警
戒
す
べ
き
「
象
徴
的
行
為
」
論

　

こ
の
「
公
的
行
為
」
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

対
象
者
の
一
人
で
あ
る
高
橋
和
之
は
、『
世
界
』〔
十
二
月
号
〕

に
「
天
皇
の
『
お
気
持
ち
』
表
明
に
思
う
―
―
『
象
徴
的
行
為
』

論
へ
の
困
惑
」
と
題
す
る
長
め
の
論
考
を
執
筆
し
て
ゐ
る
。

　

高
橋
は
宮
沢
俊
義
・
芦
部
信
喜
と
い
ふ
東
大
憲
法
学
の
正
系

を
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。
そ
の
上
、
先
に
述
べ
た
や
う
に
、
事
務

局
を
担
ふ
高
級
官
僚
六
名
が
全
て
東
大
法
学
部
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
影
響
力
は
無
視
で
き
な
い
。

　

こ
の
論
考
に
お
い
て
は
、「
生
前
退
位
」
の
是
非
で
は
な
く
、

日
本
国
憲
法
の
下
で「
何
の
た
め
に
退
位
制
度
を
創
設
す
る
か
」

が
主
た
る
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
問
題
意
識
こ
そ
、
先

に
触
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
聴
取
項
目
の
①
と
②
と
密
接
に
関
る
も

の
で
あ
り
、
項
目
の
設
定
に
当
つ
て
事
務
局
が
高
橋
に
御
伺
ひ

を
立
て
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ぬ
。

　

高
橋
は
、
陛
下
の
「
天
皇
が
象
徴
で
あ
る
と
共
に
、
国
民
統

合
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
天
皇
が
国
民

に
、
天
皇
と
い
う
象
徴
の
立
場
へ
の
理
解
を
求
め
る
と
共
に
、

天
皇
も
ま
た
、
自
ら
の
あ
り
よ
う
に
深
く
心
し
、
国
民
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
常
に
国
民
と
共
に
あ
る
自
覚
を
自
ら
の
内
に

育
て
る
必
要
を
感
じ
て
来
ま
し
た
」
と
い
ふ
「
お
言
葉
」
に
つ

い
て
、
次
の
や
う
な
見
解
を
示
し
て
ゐ
る
。

　

自
己
が
象
徴
す
る
「
国
民
統
合
」
を
政
治
権
力
に
よ
り

上
か
ら
形
成
す
る
の
で
は
な
く
（
そ
の
よ
う
な
権
力
は
憲

法
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
）、
国
民
意
識
の
基
層
に
働
き
か

け
て
国
民
と
の
絆
を
形
成
・
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
を
通

じ
て
行
う
こ
と
に
、
自
己
の
役
割
を
見
出
し
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
認
識
に
異
論
は
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
法
的
位
置
づ
け

を
巡
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

　

私
の
立
場
か
ら
は
、
象
徴
と
し
て
の
行
為
な
ど
と
い
う

も
の
は
存
在
し
な
い
し
、
か
り
に
象
徴
と
し
て
の
行
為
を

認
め
る
と
し
て
も
、そ
れ
は
「
公
務
」
で
は
あ
り
え
な
い
。

こ
う
述
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
憲
法

上
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の

逆
で
、
天
皇
が
こ
れ
ま
で
「
象
徴
と
し
て
の
行
為
」
と
し

て
行
っ
て
き
た
こ
と
は
、
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
国
民
に
よ
っ
て
好
感
と
感
謝
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
。
た
だ
、
私
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
そ
れ
を
行

う
か
ど
う
か
は
、
天
皇
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
決
定
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
「
公
務
」
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
国
民
と
情
感
を
通
わ
せ
る
こ
と
が「
公
務
」

で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
心
理
に
お
い
て
受

け
入
れ
が
た
い
し
、
天
皇
の
真
意
で
も
な
い
と
思
う
。
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
は
公
務
で
は
な
く
、
心
情
の
発
露
と
し

て
天
皇
自
身
の
私
的
な
判
断
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
だ
と

思
う
。

　

こ
ゝ
で
、高
橋
は
陛
下
が「
象
徴
」と
し
て
行
は
れ
た
き
た「
公

的
行
為
」
を
陛
下
の
個
人
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
ゐ
る

が
、
こ
れ
は
天
皇
の
本
質
を
無
視
し
た
議
論
と
云
は
ざ
る
を
得

な
い
。
古
来
、
天
皇
は
統
治
機
構
や
経
済
シ
ス
テ
ム
の
基
底
に

あ
る
生
命
共
同
体
＝
国
体
の
中
心
に
坐
す
御
存
在
で
あ
つ
た
。

か
つ
て
の
摂
関
や
征
夷
大
将
軍
、
あ
る
い
は
今
日
の
内
閣
総
理

大
臣
な
ど
に
統
治
権
を
委
ね
ら
れ
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、「
国

民
意
識
の
基
層
に
働
き
か
け
て
国
民
と
の
絆
を
形
成
・
維
持
・

強
化
」
あ
そ
ば
さ
れ
る
御
実
力
、
里
見
岸
雄
の
表
現
に
よ
れ
ば

「
統
治
実
」
を
一
貫
し
て
有
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
日
本

国
憲
法
の
枠
内
に
お
け
る
公
私
の
別
を
超
え
た
「
至
公
」
の
力

と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
統
治
実
」
を
次
世

代
に
譲
り
た
い
と
い
ふ
陛
下
の
「
お
言
葉
」
を
大
半
の
国
民
は

謹
ん
で
承
つ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
う
し
た
社
会
的
事
実
を
枉
げ
て
、
日
本
国
憲
法
の
枠
内
に

天
皇
を
押
し
込
め
よ
う
と
す
る
東
大
法
学
部
出
身
者
の
動
き
こ

そ
、
実
は
最
も
警
戒
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。〔十

一
月
十
三
日
〕


